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☆ はりまや橋 修復完了しました。 
                                   ♪土佐～の～ 
                                    高知～の～ 
                                   はり～ま～や～ 

ば～し～で～(ママ) 
                                  と、歌にも唄われて 
                                  名高いはりまや橋が 
                                  風良里にある!! 
                                  本紙先週号にて、何が 
                                  出るかな？と思わせ 
                                  ぶりに予告しておい 
                                  た場所に、左画像の 
                                  とおり復元完了です。 
 
    ♪ 欄干の朱塗りも鮮やか。擬宝珠もぴっかぴかだゾ!!        ♪ 橋名の文字も誇らし気。 
 何ゆえに風良里に『はりまや橋』が？というと、話せば長い物語。平成 2 年に大阪で開催された 
国際花と緑の博覧会(花博)に高知の自然、風土を表現したスポットガーデンとして出展され、栄え 
ある『名誉賞』に輝いた庭園を同博終了の後、当時のふれあい広場南国(現道の駅)に移設造営した 
ものなのです。その中に画像のはりまや橋の朱塗りの欄干がシンボルとしてありました。しかし 
ながら平成 3 年の設置からもうはや 20 年近く、かなり風化が進み、擬宝珠などもぼろぼろに。 
お客様からの声もあり、県にお願いしていたところ、この程新しい欄干に生まれ変わりました。 

 ご存知の方もあるように、高知市内の本家？はりまや橋は今や朱塗りでもなく、石造りの単なる 
モニュメントになってしまいました。在りし日の風情、情緒を今に伝える風良里のはりまや橋。 

もう、がっかり名所なんて言わせない。 
☆ ダルマ太陽 を見に行こう!! ウォッチングマップ できました。 

                          ダルマ太陽ってな～に？海から昇る or 
                         沈む太陽が水平線を離れ or 接しようと 

する時、水平線上にもうひとつの太陽が 
現れダルマの頭に胴体がくっついたよう 
に見える現象。海水と大気の温度差によ 
り光が屈折して起きる自然の芸術。 
高知県では宿毛(すくも)市のダルマ夕日 
が有名ですが、東部の室戸岬を境に、東 
では朝日、西では夕日が見られます。 

♪ミニサイズで携帯に便利。 ♪ 中身で～す。ウォッチポイントが一目瞭然。    ★インフォメーションにて大好評配布中!! 
猫のしっぽ 復活。わが家の愛猫さくらさん、先々週避妊手術に行き即日(びっくり!!)退院。当日 
は麻酔が残っておりふらふらで可哀想でした。翌日からは餌も食べだし、徐々に回復。胴巻きをし 
ていたせいか、動作もゆっくり。長かった術後の 10 日間が過ぎ、22 日夜に胴巻きを外したら、、、 
うっ、いきなり猫力全開。ちょっと毛づくろいの後、鬱憤を晴らすかのように走くり回る(土佐弁)。 
カーテンレールまで一気に駆け上がるロケットダッシュも健在だ。ん～、あの胴巻き、孫悟空の 
頭のたがみたいなものだったのネ。けど、順調に回復して安心したよ。よかったよかった。風猫子 
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